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《位置》神戸市兵庫区金平町１～２丁目、御崎町２丁目、浜中町１～２丁目、吉田町１～３丁目、 
高松町、浜山通５～６丁目 

《面積》約 27.3ｈａ   

《決定年月日》平成９年６月３日、平成 30 年３月 19 日（変更） 

《地区計画の目標》 

当地区は，神戸市兵庫区の南部に位置し，下町らしい良好な近隣関係を維持・発展してきた地区であり，
平成元年より住民主体によるまちづくりに取り組み，土地区画整理事業を中心に整備が進められている地
区である。 
本計画は，このような地区の特性を踏まえて，バランスのよい人口構成をもった住商工の協調する複合

市街地の形成を目指し，以下のようなまちづくりを行うことを目標とする。 
「子供からお年寄りまでが，安心して快適に暮らせる住みよいまちづくり」 

１ お年寄り，身体障害者，若者，子供たちが安全で快適に住み続けられるまち 
２ 下町の生活スタイルを受け継いだぬくもりのあるまち 
３ 住宅・商業・工業の調和する共存のまち 

《区域の整備・開発及び保全の方針》 

土地利用の 
方 針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当地区を「住宅地区」，「業務・研究地区」，「センター地区」，「住商協調地区」，「住工協調地
区」及び「工業育成地区」に区分し，住宅を中心に，住商工が調和した活気あるまちの形成を
促進する。 
１「住宅地区」 
  都市計画道路運南線・御崎線や街区公園，生活道路の整備にあわせて，良質な住宅供給の
促進，居住人口の維持・回復及び快適な住環境の形成を図る。 

２「業務・研究地区」 
  地域の業務・研究施設の一層の充実・発展を目指し，地区の産業育成・振興の核の形成を
図る。 

３「センター地区」 
  地下鉄海岸線駅周辺及び金平市場の一部において，土地の高度利用により，市場の共同化
等による商業の再生と多様な需要に対応する良質な都市型住宅の整備を誘導し，地区の生
活拠点の形成を図る。 

４「住商協調地区」 
  都市計画道路高松線沿道や金平市場周辺において，共同化等による土地の有効利用を促
進するとともに，住商機能が調和した複合市街地の形成を図る。 

５「住工協調地区」 
地区内の工場を集約するとともに，住工機能が調和した市街地の形成を図る。 

６「工業育成地区」 
工業用途への純化を図り，地場産業の育成・振興を図るため，工業系土地利用に特化した市

街地の形成を図る。 

地区施設の 
整備の方針 

土地区画整理事業で整備される道路，公園等を活かし，土地利用の増進及び健全かつ良好な
環境の形成を図る。 

建築物等の 
整備の方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまで継承してきた「下町型」の街並みに配慮するとともに，市街地環境の向上を誘導す
るため，適正に建築物等の規制・誘導を行い，良好な市街地の形成を図る。 
１「住宅地区」 
  快適な居住環境を保全するため，建築物等の用途，宅地規模，配置及び高さ等に留意して
整備を行う。 

２「業務・研究地区」 
  業務・研究施設にふさわしい環境を形成するため，建築物等の用途及び宅地規模等に留意
して整備を行う。 

３「センター地区」 
  土地の高度利用により，商業の再生と共同化等を誘導し，生活拠点にふさわしい市街地の
形成を図るため，建築物等の用途，規模，宅地規模及び配置等に留意して整備を行う。 

４「住商協調地区」 
  幹線道路の沿道利用促進や市場の土地の有効利用を進め，住商機能の調和した複合市街
地の形成を図るため，建築物等の用途，宅地規模及び高さ等に留意して整備を行う。 

５「住工協調地区」 
  地区内の工場の集約を促進するとともに，工場の操業環境と住環境との調和を図るため，
建築物等の用途，宅地規模及び高さ等に留意して整備を行う。 

６「工業育成地区」 
地場産業の育成・振興を図るため，建築物等の用途及び宅地規模等に留意して整備を行う。 
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